
総合体育館における事務の執行についての特別委員会　報告

　本委員会は、令和元年９月定例会において、総合体育館における事務の執行に
ついての検査を行うため設置され、地方自治法第９８条第１項の権限が委任され
ました。
　検査は、令和元年９月２５日から令和２年２月２８日までの期間に行われ、　
理事者に公文書や資料の提出を要求し書類の検閲を行い、また、検閲した書類に
おいて疑義がある部分について、担当部局の職員の出席を要求し、計７回、約２
０時間にわたり詳しく内容の聞取り検査を行った結果、不適切な事務処理や補助
金の支出、不適切な入札の執行や、業務委託があったことが判明しました。
　しかし、本委員会に委任されている地方自治法第９８条第１項の検査では、委
員会で職員以外の当事者から説明を受ける権限がなく、さらに、理事者側の答弁
も、「職員や元職員も警察に事情聴取されていて、警察当局からも捜査に支障の
出るような発言は差し控えてほしいと言われているので答弁を差し控えたい。」
との答弁に終始するようになり、嫌疑のある部分について、掘り下げた検査を行
うことが難しく、誰のもとで不正がどの様に行われたか、そこに至った要因につ
いては究明できず、令和２年２月２８日の委員会をもって、理事者の出席を要求
しての検査は終了することとなりました。
　同日、理事者退席後、委員による協議が行われ、我々市議会議員は市民より付
託を受け、市民の税金が適切に執行されているか監視を行う責務がある。議会と
してもう一歩進んだ調査が可能となる権限もあるので、調査究明をしていく必要
があるのではないかとの結論に至り、本委員会に付託された検査は、令和２年３
月２日の本会議での委員長報告をもって全て終了しました。
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災
害
時
の
備
蓄
品
に
つ
い
て

委
員　

災
害
時
の
備
蓄
品
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

答
弁　

備
蓄
計
画
が
あ
り
、
数
値

目
標
と
し
て
７
，
１
６
８
食
の
非

常
食
、
段
ボ
ー
ル
製
ベ
ッ
ド
約
50

個
、
使
い
捨
て
の
厚
手
の
お
し
ぼ

り
を
購
入
の
予
定
で
、
水
は
コ
カ

・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン

と
の
年
間
協
定
で
２
リ
ッ
ト
ル
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
，
８
０
０
本
が

無
料
で
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

市
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て

委
員　

高
齢
者
が
一
人
暮
ら
し
で

困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口
は
。

答
弁　

地
域
政
策
課
で
行
政
相
談
、

個
人
相
談
の
受
付
を
し
て
お
り
、

広
報
等
で
周
知
し
て
い
る
。

委
員　

地
域
政
策
課
の
電
話
番
号

を
載
せ
た
冷
蔵
庫
に
貼
る
磁
石
の

ス
テ
ッ
カ
ー
の
よ
う
な
も
の
を
配

布
し
て
も
ら
い
た
い
。

合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て

委
員　

下
水
道
区
域
に
お
け
る
合

併
浄
化
槽
に
係
る
補
助
金
制
度
は
。

答
弁　

浄
化
槽
の
補
助
金
は
、
下

水
道
区
域
外
に
対
し
て
、
国
・
県
・

市
の
補
助
制
度
が
あ
る
が
、
下
水

道
区
域
内
は
な
い
。
基
本
原
則
を

守
ら
な
け
れ
ば
ひ
ず
み
が
出
て
く

る
。
現
時
点
で
は
、
基
本
原
則
に

従
う
し
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

委
員　

非
常
に
難
し
い
が
、
今
後

要
望
し
て
い
き
た
い
。

通
学
の
取
組
に
つ
い
て

委
員　

保
護
者
が
学
校
ま
で
子
供

を
送
る
際
の
ル
ー
ル
は
あ
る
の
か
。

答
弁　

小
学
校
は
徒
歩
又
は
ス
ク

ー
ル
バ
ス
通
学
、
中
学
校
は
徒
歩
、

自
転
車
及
び
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学

で
、
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
送

迎
は
認
め
て
い
な
い
。
特
別
な
事

情
が
あ
る
場
合
は
、
学
校
と
個
別

に
協
議
し
て
い
る
。

墓
地
の
ご
み
に
つ
い
て

委
員　

墓
地
の
ご
み
の
処
分
方
法

は
。

答
弁　

エ
コ
・
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

ご
じ
ょ
う
で
、
減
免
申
請
に
よ
り

無
料
で
受
け
入
れ
て
い
る
。

委
員　

持
ち
込
む
手
段
が
な
い
方

も
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
知
恵

を
絞
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

耐
震
診
断
結
果
に
つ
い
て

委
員　

中
央
公
民
館
・
市
民
会
館

の
耐
震
診
断
結
果
に
基
づ
く
今
後

の
取
組
に
つ
い
て
は
。

答
弁　

直
ち
に
休
館
、
閉
館
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
は
な

い
と
聞
い
て
い
る
が
、
報
告
内
容

が
難
解
で
あ
る
た
め
、
今
後
建
築
、

構
造
の
専
門
家
で
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
意
見
を
付
け
て
公
表

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

異
物
混
入
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い

て委
員　

異
物
混
入
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

策
定
に
つ
い
て
の
経
過
は
。

答
弁　

平
成
25
年
に
簡
易
な
も
の

を
作
成
し
て
い
る
が
、
見
直
し
を

行
い
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

新
し
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な
る
予
定

で
あ
る
。
新
し
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

は
、
異
物
混
入
防
止
対
策
な
ど
を

講
じ
て
い
る
。

委
員　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
す
る
。

入
札
に
つ
い
て

委
員　

一
般
競
争
入
札
に
お
い
て

応
札
者
が
な
く
、
同
じ
条
件
で
再

入
札
し
た
と
き
、
２
者
以
上
の
応

札
が
な
い
場
合
、
１
者
で
は
入
札

は
成
立
し
な
い
の
か
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
総
括
質
問

五
條
市
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
に
つ
い
て

委
員　

新
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ

て
い
な
い
理
由
は
。

答
弁　

五
條
市
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
、
五
條
市
学
生
版
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
、
五
條
市

花
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
３
つ

の
制
度
を
一
本
化
し
て
五
條
市
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
補

助
金
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

委
員　

地
域
で
有
効
活
用
で
き
る

補
助
金
を
途
絶
え
さ
ず
に
、
市
民

に
提
供
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁　

そ
の
場
合
は
不
落
随
意
契

約
に
移
行
す
る
場
合
も
あ
る
。

委
員　

一
般
競
争
入
札
に
お
い
て

１
者
の
入
札
の
場
合
は
、
市
の
規

定
に
よ
り
入
札
は
成
立
し
な
い
こ

と
で
間
違
い
な
い
の
か
。

答
弁　

当
該
入
札
は
成
立
し
な
い
。

市
歌
、
市
旗
に
つ
い
て

委
員　

市
歌
、
市
旗
に
つ
い
て
条

例
で
制
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

条
例
、
規
則
、
告
示
等
で

明
確
に
定
め
た
も
の
は
な
い
。
県

下
12
市
の
中
で
、
条
例
を
制
定
し

て
い
る
市
は
な
い
。

歳
出
に
つ
い
て

衛
生
費
に
つ
い
て

委
員　

ご
み
集
積
所
等
整
備
事
業

補
助
金
の
内
容
は
。

答
弁　

各
自
治
会
に
設
置
し
て
い

る
ご
み
集
積
所
の
整
備
の
た
め
の

補
助
金
で
、
申
請
の
あ
っ
た
と
こ

ろ
を
整
備
し
て
い
く
も
の
で
、
事

業
費
の
３
分
の
２
を
補
助
し
、
上

限
額
30
万
円
で
あ
る
。
た
だ
し
、

自
治
会
員
以
外
も
利
用
す
る
場
合

は
、
上
限
額
45
万
円
と
し
、
全
額

の
補
助
で
あ
る
。

答
弁　

６
か
所
の
予
定
で
、
田
園

や
あ
づ
み
台
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
。

教
育
費
に
つ
い
て

委
員　

校
歯
科
医
及
び
薬
剤
師
の

現
在
の
業
務
状
況
は
。

答
弁　

校
歯
科
医
は
、
年
１
回
の

歯
科
検
診
、
学
校
保
健
委
員
会
へ

の
出
席
、
学
校
保
健
に
関
す
る
指

導
、
特
に
フ
ッ
化
物
洗
口
等
の
指

導
等
で
、
薬
剤
師
は
、
尿
検
査
、

年
２
回
の
学
校
環
境
衛
生
検
査
、

薬
物
乱
用
防
止
教
室
等
の
開
催
で

あ
る
。

委
員　

校
医
師
、
校
歯
科
医
師
、

薬
剤
師
の
報
酬
を
増
額
す
る
理
由

は
。

答
弁　

県
内
他
11
市
の
平
均
報
酬

約
13
万
円
と
比
較
し
て
一
番
低
い

状
況
で
、
五
條
市
学
校
医
師
会
・

学
校
歯
科
医
師
会
か
ら
の
要
望
が

あ
り
今
回
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

委
員　

送
迎
業
務
委
託
料
の
内
容

は
。

答
弁　

五
條
市
立
奈
良
県
立
五
條

高
等
学
校
学
校
賀
名
生
分
校
の
１

年
生
及
び
２
年
生
が
行
う
実
習
で
、

実
習
協
力
農
家
へ
送
迎
す
る
も
の

で
あ
る
。

農
林
業
費
に
つ
い
て

委
員　

市
町
村
治
山
事
業
工
事
費

の
内
容
は
。

答
弁　

工
事
場
所
は
西
吉
野
町
永

谷
及
び
上
之
町
で
、
市
民
の
負
担

割
合
は
、
25
パ
ー
セ
ン
ト
の
予
定

で
あ
る
。

委
員　

林
産
物
加
工
施
設
の
今
後

の
取
組
は
。

答
弁　

年
間
約
３
千
万
円
の
経
費

が
か
か
る
の
で
、
チ
ッ
プ
あ
る
い

は
ラ
ミ
ナ
と
い
う
形
で
販
売
を
増

や
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

委
員　

材
料
を
い
か
に
安
く
し
て

製
品
を
高
く
売
る
か
に
よ
る
の
で
、

経
営
手
腕
の
あ
る
方
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
効
率
化
を
図
り
、

負
の
施
設
と
な
ら
な
い
取
組
を
お

願
い
す
る
。

商
工
費
に
つ
い
て

委
員　

五
條
市
観
光
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
事
業
委
託
料
の
内
容
は
。

答
弁　

五
條
市
観
光
協
会
に
委
託

し
、
JR
五
条
駅
前
観
光
案
内
所
を

拠
点
と
し
て
、
市
の
観
光
案
内
に

係
る
業
務
、
観
光
情
報
等
を
発
信

し
、
地
域
観
光
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

委
員　

遊
具
撤
去
工
事
の
場
所
は
。



議 案 名

議
決
結
果

(以下は、全議員賛成のもと原案のとおり可決・承認・同意した議案）

議　案　の　概　要

発議第２号　地方自治法第１００条の規定による事務
の調査を行うための特別委員会を設置する決議

議　案　名

発議第１号　新たな過疎対策法の制定に関する意見書
について

議案の概要

議案の概要

令和２年五條市議会第１回３月定例会の表決結果と議決結果
○＝賛成　　●＝反対　　退＝退席　　欠＝欠席　　長 ＝議長

議　案　の　概　要議　案　名

15 議決結果、議長交際費 14表決結果と議決結果

五條市固定資産評価審査委員会条例の一部改正につい
て

○○ ○○ 長○ ○○○ ○ 可決○ ○

○● ●○ 長○ ○●● ● 否決● ○

五條市立奈良県立五條高等学校賀名生分校の生徒の家
族向け定住促進住宅設置条例の一部改正について

民法の一部改正に伴う規定の整備を行う等五條市営住宅条
例の規定との整合を図るため（公布の日から施行）

 学童保育利用児童の増加に対応するため（令和２年４月１
 日から施行、令和３年３月３１日限り有効）

五條市立阪合部学童保育所条例の制定について

行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律の
一部改正に伴う文言の整理を行うため
（公布の日から施行）

  

伊   

谷     

賢   

司

  

平   

岡     

清   

司

  

窪   　

    

佳   

秀

  

吉   

田    　

   

正

  

牧   

野     

雅   

一

 

養   

田     

全   

康

  
大   
谷     

龍   

雄

  

山   

口     

耕   

司

  

岩  

本    　

    

孝

  

福  

塚    　

    

実
  

藤  

冨  
美  
恵  

子

吉   

田     

雅   
範

五條市大塔ライフハウス条例の制定について

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関
する条例の一部改正について

地方自治法及び地方公務員法の一部改正に伴い、会計年度
任用職員に関する規定の整備を行うため
（令和２年４月１日から施行）　

五條市道路占用料に関する条例等の一部改正について 道路法施行令等の一部改正に準じた占用料等の改定を行う
ため（令和２年４月１日から施行）

五條市大塔ライフハウスの設置及び管理に関し必要な事項
を定めるため（規則で定める日から施行）

特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償に関す
る条例の一部改正について

校医師、校歯科医師及び薬剤師の報酬の額を改定するため
（令和２年４月１日から施行）　

五條市立学校設置条例の一部改正について 五條市立奈良県立五條高等学校賀名生分校を現在の県立五
條高等学校の分校としての位置づけから独立させ、新たに
市立の農業高校として設置するため
（令和３年４月１日から施行）

五條市大塔郷土館条例の一部改正について 教育委員会から市長へ所管替えを行うため（令和２年４月
１日から施行、第２条の規定は令和３年４月１日から施行）

＜報告案件＞令和２年度五條市土地開発公社の事業計画、予算及び資金計画の報告について
　　　　　　令和２年度一般財団法人大塔ふる里センターの事業計画及び予算の報告について

民法の一部改正に伴う規定の整備を行うため
（令和２年４月１日から施行、経過措置）

五條市営住宅条例等の一部改正について

地方自治法の一部改正に伴う引用条文の整理を行うため
（令和２年４月１日から施行）

五條市下水道事業の設置等に関する条例及び五
條市水道事業の設置等に関する条例の一部改正
について

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るため
の関係法律の整備に関する法律の公布に伴い、成年被後見人等
に係る欠格条項を見直すため及び文言の整理を行うため
（公布の日から施行）

五條市下水道条例の一部改正について

学校教育法等の一部改正に伴う規定の整備を行うため
（公布の日から施行、経過措置）

五條市布設工事監督者の配置基準及び資格基準
並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例
の一部改正について

調停の相手方　吉野町長　中井章太
申立ての趣旨　五條市クリーン・オアシス建設に伴う周辺環境
　　　　　　　整備費用負担を求める　

調停の申立てについて（※）

補正予算額　３８８，０８９千円
（議会費・総務管理費・徴税費等追加）

令和元年度五條市一般会計補正予算（第７号）
議定について

人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求める
ことについて

山脇豊氏の推薦に同意
（任期：令和２年７月１日から３年）

１０ページに抜粋を掲載

委員６人からなる総合体育館及び公園緑地課の業務・事業に関する調査特別委員会を設置するもの。
地方自治法第１００条第１項の規定により、（１）総合体育館における事務及び事業の執行に関する事項、
(２）公園緑地課の事務に関する事項を調査する。調査に要する経費は令和２年度において２５０万円以内。

五條市一般廃棄物等処理手数料及び五條市斎場使用料
審議会条例の制定について

本市の公正妥当な一般廃棄物等処理手数料及び五條市斎場
使用料を検討することを目的とした、五條市一般廃棄物等
処理手数料及び五條市斎場使用料審議会を設置するため
（令和２年４月１日から施行）

五條市印鑑条例の一部改正について 住民基本台帳法施行令の一部改正、成年被後見人等の権利
の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備
に関する法律の公布等に伴う規定の整備を行うため
（令和２年４月１日から施行）

五條市立養護老人ホーム設置条例の一部改正について 新施設への移転に伴い、施設の位置及び入所定員が変更と
なるため（規則で定める日から施行）

土地改良法の一部改正に伴う規定の整備を行うため
(令和２年４月１日から施行）

五條市県営土地改良事業分担金徴収条例の一部改正に
ついて

補正予算額　３８８，０８９千円
（償還金及び還付加算金追加）

令和元年度五條市国民健康保険特別会計補正予
算（第１号）議定について

 当初予算額　２２，１８０，０００千円
 （対前年度増加率　４．１％）

令和２年度五條市一般会計予算議定について

当初予算額　４，０１４，８００千円
（対前年度増加率　△４．２％）

令和２年度五條市国民健康保険特別会計予算議
定について

当初予算額　２，５００千円
（対前年度増加率　△３．８％）

令和２年度五條市墓地事業特別会計予算議定に
ついて

当初予算額　４，１４０，４００千円
（対前年度増加率　１．２％）

令和２年度五條市介護保険特別会計予算議定に
ついて

当初予算額　４８，０００千円
（対前年度増加率　１５．４％）

令和２年度五條市大塔診療所特別会計予算議定
について

当初予算額　１０，９００千円
（対前年度増加率　３０３．７％）

令和２年度五條市農業集落排水特別会計予算議
定について

下水道事業収益　７８７，８４９千円
下水道事業費用　７７９，９４８千円
税込当年度純利益　　７，９０１千円

令和２年度五條市下水道事業会計予算議定につ
いて

水道事業収益　　１，２０４，０７７千円
水道事業費用　　１，１９６，９３３千円
税込当年度純利益　　　　７，１４４千円

令和２年度五條市水道事業会計予算議定につい
て

　議長交際費は、議長が五條市議会を代表して、
議会運営上、特に必要と認める場合に予算の範囲
内で支出する経費です。社会通念上適当と認めら
れる範囲で、必要最小限になるよう努めています。
　令和元年度の下半期（１０月～３月）の支出状
況は、次のとおりです。

☆儀礼的経費（２件）　　１２，０００円
　　　 　　　　
☆賛助的経費（８件）　　３７，０００円　　　
　　　 　　　　
☆その他経費（３件）　　６７，４１０円

　　合　計　 １３件 　　１１６，４１０円

 大塔地区デジタル防災行政無線（同報系）設備整備工事
 （契約金額　１８５，４６０，０００円）

工事請負契約の締結について

五條市選挙管理委員会の委員及び同補充員の選
挙について

委員：馬場高史氏、小窪美貴男氏、柴田知啓氏、川ノ上清尊氏
補充員：木ノ下吉正氏、植村和明氏、山仲鈴子氏、下村洋次氏

五條市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正について

学校教育法の一部改正に伴う規定の整備を行うため
（公布の日から施行）

当初予算額　４９８，１００千円
（対前年度増加率　５．７％）

令和２年度五條市後期高齢者医療特別会計予算
議定について

五條中央公園物販施設竣工に伴う規定の整備を行うため
（規則で定める日から施行）

五條市都市公園条例の一部改正について

歳出予算の補正　６８９千円
（償還金から基金積立金へ歳出更正）

令和元年度五條市介護保険特別会計補正予算
（第３号）議定について

（※）大谷議員退席のため 大谷議員を除く全議員賛成
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(以下は、全議員賛成のもと原案のとおり可決・承認・同意した議案）

議　案　の　概　要

発議第２号　地方自治法第１００条の規定による事務
の調査を行うための特別委員会を設置する決議

議　案　名

発議第１号　新たな過疎対策法の制定に関する意見書
について

議案の概要

議案の概要

令和２年五條市議会第１回３月定例会の表決結果と議決結果
○＝賛成　　●＝反対　　退＝退席　　欠＝欠席　　長 ＝議長

議　案　の　概　要議　案　名

15 議決結果、議長交際費 14表決結果と議決結果

五條市固定資産評価審査委員会条例の一部改正につい
て

○○ ○○ 長○ ○○○ ○ 可決○ ○

○● ●○ 長○ ○●● ● 否決● ○

五條市立奈良県立五條高等学校賀名生分校の生徒の家
族向け定住促進住宅設置条例の一部改正について

民法の一部改正に伴う規定の整備を行う等五條市営住宅条
例の規定との整合を図るため（公布の日から施行）

 学童保育利用児童の増加に対応するため（令和２年４月１
 日から施行、令和３年３月３１日限り有効）

五條市立阪合部学童保育所条例の制定について

行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律の
一部改正に伴う文言の整理を行うため
（公布の日から施行）
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五條市大塔ライフハウス条例の制定について

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関
する条例の一部改正について

地方自治法及び地方公務員法の一部改正に伴い、会計年度
任用職員に関する規定の整備を行うため
（令和２年４月１日から施行）　

五條市道路占用料に関する条例等の一部改正について 道路法施行令等の一部改正に準じた占用料等の改定を行う
ため（令和２年４月１日から施行）

五條市大塔ライフハウスの設置及び管理に関し必要な事項
を定めるため（規則で定める日から施行）

特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償に関す
る条例の一部改正について

校医師、校歯科医師及び薬剤師の報酬の額を改定するため
（令和２年４月１日から施行）　

五條市立学校設置条例の一部改正について 五條市立奈良県立五條高等学校賀名生分校を現在の県立五
條高等学校の分校としての位置づけから独立させ、新たに
市立の農業高校として設置するため
（令和３年４月１日から施行）

五條市大塔郷土館条例の一部改正について 教育委員会から市長へ所管替えを行うため（令和２年４月
１日から施行、第２条の規定は令和３年４月１日から施行）

＜報告案件＞令和２年度五條市土地開発公社の事業計画、予算及び資金計画の報告について
　　　　　　令和２年度一般財団法人大塔ふる里センターの事業計画及び予算の報告について

民法の一部改正に伴う規定の整備を行うため
（令和２年４月１日から施行、経過措置）

五條市営住宅条例等の一部改正について

地方自治法の一部改正に伴う引用条文の整理を行うため
（令和２年４月１日から施行）

五條市下水道事業の設置等に関する条例及び五
條市水道事業の設置等に関する条例の一部改正
について

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るため
の関係法律の整備に関する法律の公布に伴い、成年被後見人等
に係る欠格条項を見直すため及び文言の整理を行うため
（公布の日から施行）

五條市下水道条例の一部改正について

学校教育法等の一部改正に伴う規定の整備を行うため
（公布の日から施行、経過措置）

五條市布設工事監督者の配置基準及び資格基準
並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例
の一部改正について

調停の相手方　吉野町長　中井章太
申立ての趣旨　五條市クリーン・オアシス建設に伴う周辺環境
　　　　　　　整備費用負担を求める　

調停の申立てについて（※）

補正予算額　３８８，０８９千円
（議会費・総務管理費・徴税費等追加）

令和元年度五條市一般会計補正予算（第７号）
議定について

人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求める
ことについて

山脇豊氏の推薦に同意
（任期：令和２年７月１日から３年）

１０ページに抜粋を掲載

委員６人からなる総合体育館及び公園緑地課の業務・事業に関する調査特別委員会を設置するもの。
地方自治法第１００条第１項の規定により、（１）総合体育館における事務及び事業の執行に関する事項、
(２）公園緑地課の事務に関する事項を調査する。調査に要する経費は令和２年度において２５０万円以内。

五條市一般廃棄物等処理手数料及び五條市斎場使用料
審議会条例の制定について

本市の公正妥当な一般廃棄物等処理手数料及び五條市斎場
使用料を検討することを目的とした、五條市一般廃棄物等
処理手数料及び五條市斎場使用料審議会を設置するため
（令和２年４月１日から施行）

五條市印鑑条例の一部改正について 住民基本台帳法施行令の一部改正、成年被後見人等の権利
の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備
に関する法律の公布等に伴う規定の整備を行うため
（令和２年４月１日から施行）

五條市立養護老人ホーム設置条例の一部改正について 新施設への移転に伴い、施設の位置及び入所定員が変更と
なるため（規則で定める日から施行）

土地改良法の一部改正に伴う規定の整備を行うため
(令和２年４月１日から施行）

五條市県営土地改良事業分担金徴収条例の一部改正に
ついて

補正予算額　３８８，０８９千円
（償還金及び還付加算金追加）

令和元年度五條市国民健康保険特別会計補正予
算（第１号）議定について

 当初予算額　２２，１８０，０００千円
 （対前年度増加率　４．１％）

令和２年度五條市一般会計予算議定について

当初予算額　４，０１４，８００千円
（対前年度増加率　△４．２％）

令和２年度五條市国民健康保険特別会計予算議
定について

当初予算額　２，５００千円
（対前年度増加率　△３．８％）

令和２年度五條市墓地事業特別会計予算議定に
ついて

当初予算額　４，１４０，４００千円
（対前年度増加率　１．２％）

令和２年度五條市介護保険特別会計予算議定に
ついて

当初予算額　４８，０００千円
（対前年度増加率　１５．４％）

令和２年度五條市大塔診療所特別会計予算議定
について

当初予算額　１０，９００千円
（対前年度増加率　３０３．７％）

令和２年度五條市農業集落排水特別会計予算議
定について

下水道事業収益　７８７，８４９千円
下水道事業費用　７７９，９４８千円
税込当年度純利益　　７，９０１千円

令和２年度五條市下水道事業会計予算議定につ
いて

水道事業収益　　１，２０４，０７７千円
水道事業費用　　１，１９６，９３３千円
税込当年度純利益　　　　７，１４４千円

令和２年度五條市水道事業会計予算議定につい
て

　議長交際費は、議長が五條市議会を代表して、
議会運営上、特に必要と認める場合に予算の範囲
内で支出する経費です。社会通念上適当と認めら
れる範囲で、必要最小限になるよう努めています。
　令和元年度の下半期（１０月～３月）の支出状
況は、次のとおりです。

☆儀礼的経費（２件）　　１２，０００円
　　　 　　　　
☆賛助的経費（８件）　　３７，０００円　　　
　　　 　　　　
☆その他経費（３件）　　６７，４１０円

　　合　計　 １３件 　　１１６，４１０円

 大塔地区デジタル防災行政無線（同報系）設備整備工事
 （契約金額　１８５，４６０，０００円）

工事請負契約の締結について

五條市選挙管理委員会の委員及び同補充員の選
挙について

委員：馬場高史氏、小窪美貴男氏、柴田知啓氏、川ノ上清尊氏
補充員：木ノ下吉正氏、植村和明氏、山仲鈴子氏、下村洋次氏

五條市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正について

学校教育法の一部改正に伴う規定の整備を行うため
（公布の日から施行）

当初予算額　４９８，１００千円
（対前年度増加率　５．７％）

令和２年度五條市後期高齢者医療特別会計予算
議定について

五條中央公園物販施設竣工に伴う規定の整備を行うため
（規則で定める日から施行）

五條市都市公園条例の一部改正について

歳出予算の補正　６８９千円
（償還金から基金積立金へ歳出更正）

令和元年度五條市介護保険特別会計補正予算
（第３号）議定について

（※）大谷議員退席のため 大谷議員を除く全議員賛成
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る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
の
特

別
委
員
会
の
委
員
長
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

対
策
と
し
て
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
一
般
質
問
な
ど
の
時
間

短
縮
等
を
実
施
し
行
い
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
令
和
２
年
度
各
会
計
予
算
案
を
は
じ

め
、
五
條
市
一
般
廃
棄
物
等
処
理
手
数
料
及
び
五
條
市
斎

場
使
用
料
審
議
会
条
例
の
制
定
、
五
條
市
大
塔
ラ
イ
フ
ハ

ウ
ス
条
例
の
制
定
、
令
和
元
年
度
五
條
市
一
般
会
計
等
の

補
正
予
算
な
ど
の
重
要
案
件
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
令

和
２
年
度
の
各
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
議
を

期
す
る
た
め
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
れ

ぞ
れ
慎
重
審
議
を
行
う
と
と
も
に
、
８
名
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
、
３
月
24
日
に
議
事
が
全
部
終
了
し
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。             

問い合わせ先 　五條市議会事務局
電話　（２３）２０００　〒637－8501 五條市本町 1丁目 1番 1号
令和２年 5月 1日発行　市議会だよりGOJO 7５号

　【 「堂々と」智辯学園高等学校　１年　久保遥希さん（写真新聞部）撮影 】
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ペ
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（退職された部長・次長の皆様、お疲れ様でした）

　

編　

集　

後　

記

　

風
薫
る
５
月
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
表
紙
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
写
真
は
、
智
辯
学
園
高
等
学
校
写

真
新
聞
部
に
御
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

    

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

の
た
め
、
外
出
を
自
粛
し
て
い
る
方
も
、

こ
の
写
真
で
少
し
で
も
春
を
感
じ
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
ど
ん
な
写
真
が
表
紙
を
飾

る
の
か
と
い
っ
た
、
い
つ
も
と
違
う
楽

し
み
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
ま
す
。

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

 　
　
　

   

委
員
長　
　
　

  

伊
谷　

賢
司

　

 　
　

   

副
委
員
長　
　

  

岩
本  　

孝

 　
　
　

   

委
員　
　
　
　

  

藤
冨
美
恵
子

　

 　

  　
　

 

〃　
　
　
　

  

山
口　

耕
司

　

 　

  　
　

 

〃　
　
　
　

  

平
岡　

清
司

　
　
　
　

    

〃（
議
長
）　  

吉
田　

雅
範

　
　
　　

       

〃（
副
議
長
）  

養
田　

全
康

　

２
月
28
日
、
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
令
和
２
年
南
和

広
域
医
療
企
業
団
議
会
第
１
回
定
例
会
の

概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
企
業
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
、
会
期
決
定
に

続
き
、
企
業
長
及
び
副
企
業
長
か
ら
諸
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
令
和
２
年
度
南
和
広

域
医
療
企
業
団
病
院
事
業
会
計
予
算
（
第

１
号
）
な
ど
４
議
案
の
説
明
を
受
け
、
総

務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
し
、
そ

の
後
、
令
和
元
年
度
診
療
状
況
に
つ
い
て
、

令
和
元
年
度
収
支
状
況
に
つ
い
て
な
ど
３

件
の
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い

て
な
ど
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
が
再
開
さ
れ
、
令
和
２
年
度
南

和
広
域
医
療
企
業
団
病
院
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て
は
、
収
益
的
収
支
は
２
百
万
円

余
り
の
黒
字
と
な
り
、
現
金
収
支
を
伴
わ

な
い
収
益
・
費
用
分
な
ど
を
含
め
た
実
質

収
支
は
７
千
４
百
万
円
余
り
の
黒
字
で
あ

る
な
ど
４
議
案
及
び
南
和
広
域
医
療
企
業

団
監
査
委
員
に
野
迫
川
村
議
会
議
員
を
選

任
に
つ
い
て
、
慎
重
審
議
を
経
て
採
決
の

結
果
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
、
本
会
議
は
閉
会
し
ま
し
た
。

南
和
広
域
医
療
企
業
団
議
会
の

　
　
　
　
　
　
　

報
告
（
概
要
）

　

2
月
19
日
、
御
所
市
や
ま
と
ク
リ
ー
ン

パ
ー
ク
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
令
和
２
年

や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組
合
議
会
第

１
回
定
例
会
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
管
理
者
の
御
所
市
長
か
ら

の
挨
拶
の
後
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
、

会
期
が
決
定
さ
れ
、
議
案
審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
や
ま
と
広
域
環
境
衛

生
事
務
組
合
公
害
防
止
監
視
委
員
会
条
例

の
制
定
な
ど
５
議
案
に
つ
い
て
、
説
明
を

受
け
、
慎
重
審
議
を
経
て
採
決
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
題
と
な
っ
た
令
和
２
年
度

や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組
合
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
議
員
か

ら
健
康
増
進
施
設
の
地
元
と
の
協
定
及
び

進
捗
状
況
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
「
令

和
２
年
度
事
業
計
画
で
は
本
年
秋
頃
に
都

市
計
画
決
定
を
目
指
す
と
と
も
に
、
施
設

の
設
計
及
び
建
設
工
事
の
発
注
に
向
け
て

仕
様
書
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で

あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
あ
り
、
慎
重
審
議

を
経
て
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
、
本
会
議
は
閉
会
し
ま
し
た
。

や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務

　
　

組
合
議
会
の
報
告
（
概
要
）

　

２
月
26
日
、
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
令
和
２
年
奈
良
県
広
域
消

防
組
合
議
会
第
１
回
定
例
会
の
概
要
を
報
告
し
ま

す
。

　

は
じ
め
に
、
管
理
者
の
大
和
郡
山
市
長
か
ら
の

挨
拶
の
後
、
会
期
の
決
定
、
会
議
録
署
名
議
員
の

指
名
に
続
き
、
議
長
及
び
管
理
者
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
諸
報
告
並
び
に
行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
一
般
質
問
に
入
り
、
１
人
の
議
員
か

ら
、
災
害
対
策
用
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
の

活
用
と
経
費
削
減
の
取
組
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
審
議
に
入
り
、
損
害
賠
償
額
の
決

定
の
専
決
処
分
の
報
告
１
議
案
、
奈
良
県
広
域
消

防
組
合
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与

の
特
例
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
な
ど
、
条
例
に
関
す
る
２
議
案
、
令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
13

議
案
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
及
び
特
別
会

計
予
算
13
議
案
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
に

つ
い
て
提
案
説
明
を
受
け
、
慎
重
審
議
を
経
て
採

決
の
結
果
、
全
員
一
致
で
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
、
本
会
議
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
議
会
の

　
　
　
　
　
　
　

報
告
（
概
要
）
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